
l
l
l
本
の
財
政
状
況
は
極
め
て
厳

圃
圃
圃

し
い
。
今
回
の
消
費
増
税
は
、

I
l
l
-
財
政
の
持
続
可
能
性
を
高
め
、

世
代
間
格
差
を
改
善
す
る
試
み
の
重
要

な
一
歩
で
あ
る
。
だ
が
、
増
税
分
を
財

源
に
不
要
不
急
の
財
政
的
パ
ラ
マ
キ
を

行
う
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
つ
砂
漠
に

水
を
ま
く
」
行
為
に
等
し
く
、
国
民
は

と
う
て
い
容
認
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

増
税
の
効
果
を
発
揮
す
る
に
は
、
膨

張
す
る
歳
出
の
改
革
に
も
精
力
的
に
取

り
組
む
姿
勢
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
.

政
府
が
現
在
検
討
を
進
め
る
社
会
保
障

改
革
は
不
十
分
と
の
批
判
も
多
い
。

そ
の
理
由
は
、
今
回
の
増
税
だ
け
で

は
急
速
に
伸
び
る
社
会
保
障
給
付
費

(
年
金
・
医
療

・
介
護
な
ど
)
を
賄
い

切
れ
ず
、
も
は
や

一
定
の
抑
制
が
不
可

避
で
あ
る
も
の
の
、
社
会
保
障
の
抜
本

改
革
が
進
ん
で
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

社
会
保
障
給
付
費
は
2
0
0
3年
度
で

約
制
兆
円
で
あ
っ
た
が
、
高
齢
化
の
進

展
に
よ
り
、
日
年
度
は
約
1
1
0兆
円

と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
名
目
の
G
D
P

(国
内
総
生
産
)
の

2
割
超
に
相
当
す

る
規
模
だ
。

ω年
度
か
ら
日
年
度
の
凶
年
間
で
、

社
会
保
障
給
付
費
は
年
平
均
2
・
6
兆

円
程
度
の
ス
ピ
ー
ド
で
膨
張
し
て
き
た
。
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政
教
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法
准

AHd

給付を抑制しないと
増税で調達した財源は
5年で食いつぶされる

• 
社会保問費の年平均の伸。 /

(2003年度から13年度の10年間)

引
き
続
き
、
こ
の
よ
う
な
ペ

l
ス
で
膨

張
し
て
い
く
と
、
今
回
の

5
%分
の
増

税
で
調
達
可
能
な
財
源
(
約
日
兆
円
)

は、

5
年
程
度
で
食
い
つ
ぶ
さ
れ
て
し

ま
う
可
能
性
が
高
い
。

日
年
度
の
社
会
保
障
給
付
費
1
1
0

兆
円
の
財
源
椛
成
は
、
社
会
保
険
料
収

入
が
約

ω兆
円
、
資
産
運
用
収
入
が
約

凶
兆
円
、
残
り
の
約

ω兆
円
は
公
費
で

賄
う
絡
好
と
な
っ
て
い
る
。
だ
が
こ
こ

数
年
、
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
な
ど
に

よ
っ
て
社
会
保
険
料
収
入
は
横
ば
い
と

な
り
つ
つ
あ
り
、
公
費
負
担
は
急
増
傾

向
に
あ
る
。

そ
の
上
、
現
下
の
財
政
状
況
で
は
、

国
の
公
費
負
担
分
は
税
収
で
は
賄
い
切

れ
ず
、
そ
の
過
半
は
財
政
赤
字
と
し
て

将
来
世
代
に
ツ
ケ
を
先
送
り
し
て
い
る

現
状
に
あ
る
。
つ
ま
り
、
現
状
の
社
会

保
防
は
、
給
付
が
負
担
を
上
回
っ
て
お

り
、
そ
の
均
衡
に
は
給
付
抑
制
か
負
担

増
が
避
け
ら
れ
な
い
。

政
府

・
与
党
は
、

m月
中
旬
に
開
か

れ
る
臨
時
国
会
で
、
社
会
保
障
改
革
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
法
案
を
提
出
す
る
予
定
で

あ
る
。
今
回
の
増
税
が
無
駄
と
な
ら
な

い
よ
う
、
社
会
保
障
の
抜
本
改
革
に
切

り
込
む
安
笠
岡
三
首
相
の
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
が
問
わ
れ
る
。
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